
 

 

法学研究科 博士学位請求論文 

中間報告会  
 

日 時：  ２０２４年 ６月２７日（木） 

      １５:００～１６:３０ 

          【研究報告】１５:００～１６:００（予定） 

       【質疑応答】１６:００～１６:３０（予定） 

報告形式：オンライン形式：Zoom  

※ID・パスコードは参加希望者に別途連絡  
・「名前」は出席者確認の観点から、 

漢字氏名（所属）で設定いただくようお願いいたします。 

(例) 法研 太郎（公法学専攻Ｄ２） 

・発言いただく際はマイクのミュートを解除いただき、 

発言時以外はミュート（赤い斜線）をご選択ください。 

報告者： 髙島 麻未（公法学専攻博士後期課程３年） 

発表題目：法における実定道徳の意義 

司会・進行：  吉井 啓子 法学部専任教授 

※ 参加ご希望の方は、law_grad@mics.meiji.ac.jp 宛てに、

件名：「法研博論中間報告会参加希望」、本文：①所属②氏名③

希望日時（報告者）をご記載のうえメールをお送りください。 

以 上  
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